
山河に秀でし此の郷を次世代へ
（17のゴールに向けて）
環境事務次官 ⼩林 正明
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 ２０．４ 環境省大臣官房審議官
 ２４．８ ⽔・⼤気環境局⻑
 ２６．７ 総合環境政策局⻑
 ２７．７ 地球環境審議官
 ２８．６ 環境事務次官
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松本深志高校 校歌
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国民の祝日「山の日」

平成26年「祝日法」改正
16番目の国民の祝日
趣旨：山に親しむ機会を得て、山の恩恵に

感謝する

世界で初めての「山」に関する国民の祝日
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山に親しむ
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山に親しむ
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松本情
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清水小学校５年
美ヶ原キャンプ



清水中学校２年
登山学習（燕岳登山）
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やまあるきの会
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やまあるきの会
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代表的景観

 山岳 （3,000級の岩稜、火山）

 森林 （河畔林から森林限界まで）

 渓谷 （梓川の水、 湿原、池沼）
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中部⼭岳国⽴公園 上高地



世界初の国⽴公園 イエローストーン国⽴公園
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国⽴公園の歴史
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ジョン・ミューア氏
ヨセミテ国⽴公園の設⽴に尽⼒。
ルーズベルト⼤統領と２⼈きりで数
日間ヨセミテでキャンプをしながら
語り合ったことで、米国の自然保護
⾏政が⼤きく進展したと⾔われる。
米国の「自然保護の父」と呼ばれる。

1870年探検隊がイエローストーン発⾒

1872年イエローストーン国⽴公園の誕⽣
National Park = America’s Best Idea

現在でもアメリカ国⺠の誇り

土地を分割するのではなく、このままの
かたちで全ての国⺠が永遠に利⽤できる

ような国家の保留地にすべき

ヨセミテ国⽴公園
ジョン・ミューア トレイル

1890年ヨセミテ国⽴公園の指定



エバーグレーズ国立公園
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⽇本の国⽴公園の歴史
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1931年 国⽴公園法制定

1934年３⽉
瀬⼾内海、雲仙、霧島の３地域を第１号の国⽴公園に指定

＜法案提出理由＞
国⽴公園ヲ設定シ我ガ国天與ノ第⾵景ヲ保護開発シ⼀般ノ利⽤ニ供スルハ
国⺠ノ保健休養上緊要ナル時務ニシテ且外客誘致ニ資スル所アリト認ム是
本案ヲ提出スル所以ナリ



⽇本の国⽴公園の歴史
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1934年12月
阿寒、大雪山、日光、
中部山岳、阿蘇の５地域を
国⽴公園に指定



昭和９年３月指定 瀬戸内海国立公園



昭和９年12月指定 阿蘇くじゅう国立公園
（指定時は阿蘇国立公園）



昭和11年２月 十和田八幡平国立公園

（指定時は十和田国立公園）



昭和11年２月指定 富士箱根伊豆国立公園

（指定時は富士箱根国立公園）



西表石垣国立公園昭和47年５月指定 西表石垣国立公園

（指定時は西表国立公園）
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平成19年８月 日光国立公園より分離独立

尾瀬国立公園



平成25年５月指定 三陸復興国立公園



⽇本の国⽴公園の歴史
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2017年3月７日
34番⽬の国⽴公園として
「奄美群島国⽴公園」を指定

※国土の約5.7％が国⽴公園



地域制自然公園と営造物型自然公園
地域制自然公園 営造物型自然公園

採用国 日本、イギリス、イタリア、韓国等 アメリカ、カナダ、オーストラリア、
スイス等

特徴 土地所有の有無にかかわらず、公園管
理者が区域を定めて指定し、公用制限
を実施

土地の権原を公園管理者が所有
し、公園専用用地として利用

メリット 公園指定に当たって、土地を取得する
必要がなく、広大な地域の保全が可能

土地は公園専用地であり厳正な自
然保護が可能

利用規制もしやすい

デメリット 土地所有者の私権や地域社会への配
慮が必要

厳正な自然保護は困難

古くより稠密な土地利用、土地所
有がなされてきた地域では、公園
の設定は困難

管理体制 複層的な地域管理

管理体制は国によって様々

一つの機関（政府機関等）が財産
として直営管理



将来ビジョンの
共有

分野横断的な
議論の場

多様な関係者の
参画

平成24年3⽉「中部⼭岳国⽴公園 上⾼地連絡協議会」設⽴

上高地のあるべき姿を実現するために・・・

公園管理上
の課題

上高地の多様な関係者が参加して、

将来ビジョンと課題を分野横断的に議論し、

「上高地ビジョン」を策定したうえで、

将来ビジョンの実現に向けて⾏動する。

「上高地ビジョン2014」



地域と一体となった自然環境の保全
上高地を美しくする会
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清掃登山

定期⼀⻫清掃 野生動物対策研修会

野生動物対策ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ


